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現
行

の
中
華

人
民
共
和
国

の
国

籍
法

は
、

一
九
八
〇
年
九
月

一
〇

日
第

五
回
全
国

人
民
代
表
大
会
、
第

三
次
会
議

を
通

過
し
、

一
九
八

〇
年

九
月

一
〇

日
全
国

人
民
代
表
常
務
委
員
会
委
員
長

に
よ

っ
て
、
第

入
号

令
と
し
て
布
告

さ
れ
、

一
九
八
〇
年
九
月

一
〇
日

か
ら
施

行

さ
れ

た

の
で
あ

る
。

こ
の
法
律

は
、

つ
ぎ

の
通
り

で
あ

る
。

第

一
条

第
二
条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

中
華

人
民
共
和
国
国
籍

の
取
得

・
喪
失
及
び
回
復

は
、
す

べ
て
本
法
を
適
用
す

る
も

の
と
す

る
。

中
華

人
民

共
和
国

は
多

民
族

に
よ

る
統

一
国
家

で
、
各

民
族

に
属
す

る
者

は
、
す

べ
て
中
国

の
国
籍

を
有
す

る
。

中

華
人
民
共
和
国

は
、
中
国

の
公
民

が
二
重
国

籍
を
持

つ
こ
と
を
認

め
な

い
。

父
母

の
双
方
又
は

一
方

が
中
国

の
公
民

で
、
本
人

が
中
国

で
生

ま
れ
た
場
合

は
、
中
国

の
国
籍

を
有

す
る

こ
と
が
で
き

る
。

父
母

の
双
方
又

は

一
方

が
中
国

の
公
民

で
、
本

人
が
外
国

で
生

ま
れ
た
場
合

は
、
中
国

の
国

籍
を
有

す

る
。
但
し
、
父
母

の
双

方
又

は

一
方

が
中
国

の
公
民

で
あ

る
と
共

に
、
外
国

に
定
住
し
、
本

人
が
出
生

と
同
時

に
外
国

の
国
籍

を
取
得

し

て

い
る
場

A
口
に
は
、

中
国

の
国
籍
を
有
す

る

こ
と
が

で
き
な

い
。

第

六
条

父
母

が
無
国
籍
又

は
国

籍
不

明

で
、
中
国

に
定

住
し
、
本

人

が
中
国

で
生
ま

れ
た
場
合

は
、
中
国

の
国
籍

を
有
す

る

こ
と
が

で

姻⑳

き
る
。
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第

七
条請

、
一

、

二

、

三

、

第

入
条は

、

第

九

条

外
国
人
又

は
無
国
籍
者

は
、
中
国

の
憲
法

と
法
律

を
遵
守
す

る
意
思
を
表
示
し
、
次

の
条
件

の

一
つ
を
備
え

た
場
合

に
は
、

申

許

可
を
経

て
中
国
国
籍
を
取
得
す

る

こ
と
が

で
き
る
。

中

国
人

の
近
親
族

で
あ

る

こ
と
。

中
国

に
定
住
し

て

い
る
こ
と
。

そ

の
他

の
正
当

な
理
由

が
あ

る

こ
と
。

中
国
国

籍

の
取
得
を
申
請

し
て
許
可

さ
れ
た
者

は
、
中
国

の
国
籍

を
取
得
す

る
。
ま

た
、
中
国

の
国

籍
取
得
を
許
可

さ
れ
た
者

外
国

の
国

籍
を
保

留
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
。

外
国

に
定
住

し

て

い
る
巾
国
公
民

で
、
自
己

の
意
思

に
よ

っ
て
外
国

の
国
籍

を
取
得

し
、
若

し
く
は

こ
れ
を
取
得
し

た
者

は
、

中
国
国
籍

を
自
動
的

に
喪
失
す

る
。

第

一
〇
条

中
国

の
公
民

は
、
次

の
条
件

の

一
つ
を
備

え
た
場
合

に
は
、
申
請
、
許

可
を
経

て
、
中
国

国
籍
を
離
脱
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

一
、
外
国

人

の
近
親
族

で
あ
る

こ
と
。

二
、
外
国

に
定
住
し

て

い
る

こ
と
。

三
、
そ

の
他

の
正
当
な

理
由

が
あ

る

こ
と
。

第

一
一
条

中
国

の
国

籍
離
脱
を
申
請
し

て
許
可

さ
れ
た
者

は
、
中
国

の
国
籍

を
喪

失
す

る
。

第

一
二
条

国
家

の
公
務
員

と
現
役

の
軍
人

は
、
中
国

の
国
籍

を
離
脱
す

る

こ
と

が
で
き
な

い
。

第

=
二
条

か

つ
て
中
国

の
国
籍

を
有

し

た
こ
と
が
あ

る
外
国
人

は
、

正
当

な
理
由

が
あ

る
場
合

に
は
、
中
国
国
籍

の
回
復

を
申
請
す

る

こ
と
が

で
き
る
。
中
国
国
籍

の
回
復

を
許
可
さ
れ

た
者

は
、
外
国

の
国
籍
を
保
留
す

る

こ
と
が
で
き
な

い
。

第

一
四
条

中
国

の
国
籍

の
取
得

・
離

脱
及
び
回
復

に

つ
い
て
は
、
第

九
条

に
規
定
し

た
場
合
を
除
き
、
必
ず
申
請

の
手
続

き
を
踏
ま
な
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け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
八
歳
未
満

の
者

は
、
そ

の
父
母
又

は
そ

の
他

の
法
定

代
理
人
が
代

わ

っ
て
申
請
す

る

こ
と
が
出
来

る
。

第

一
五
条

国
籍

の
申
請
を
受
理
す

る
機
関

は
、
国
内

で
は
地
元

の
市

・
県

の
公
安
局
で
あ
り
、
外
国

で
は
中
国

の
外
交
代
表
機

関
と
領

事
機
関

で
あ

る
。

第

一
六
条

中
国
国
籍

の
取
得

・
離

脱
及
び
回
復

に
関
す

る
申
請

は
、

中
華
人
民
共
和
国
公
安
部

が

こ
れ
を
審
査
し
、
許
可
す

る
。
許

可

さ
れ
た
者

に
は
、

公
安
部

が
証

明
書

を
交
付
す

る
。

第

一
七
条

本

法

の
公
布
さ
れ

る
前

に
中
国

の
国
籍

を
取
得
し
、
又

は
中
国

の
国
籍
を
失

っ
た
場
合

に
は
、

そ
れ
は
引
き
続

き
有
効

で
あ

る
。

第

一
八
条

本
法

は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す

る
。
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